
⑥　点検

―

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業交通安全施設整備事業

アクティビティ（活動）

13校 13校 1,610人（参加人数） 1,610人（参加人数）

交通安全施設管理経費

62件（決定件数）

179人（参加人数）

④　初期・中間アウトカム（成果）

活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

交通安全施設工事 市民

交通事故発生件数 103件 145件

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

116件 ― 133か所

小学校交通安全教室 小学生

その他

交通安全立哨活動 市民 5回 7回 98人（参加人数）

高齢者運転免許証自主返納支援事業

項

②　インプット（投入）

Ⅳ生活環境の充実

1安全な暮らしを確保する

3交通安全

交通安全施設の整備、
交通安全教育と啓発の充実

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

総務課

総務管理費

背景・課題

少子高齢化社会において、高齢者の関与する交通
事故や自転車利用者の交通ルール、マナーが社会
問題となっています。
このような状況において、危険個所における交通
安全施設の整備や、交通安全マナーの向上が求め
られています。

目的・意図

交通安全に対する啓発や危険個所の改修を進め、
市民が正しい交通安全知識を持ち、安全に暮らせ
るまちづくりを促進します。

主
な
予
算
科
目

交通安全対策費

改善の余地 今後の方向性

■

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

交通事故死亡件数

指標名

65歳以上の市民 63件 62件 63件（決定件数）

予算を計画的に活用し、交通安全施設の整備を進めるこ
とができました。
また、年間を通して交通安全立哨活動を実施したことに
より、広く市民に交通安全の啓発を行うことができまし
た。

危険個所について、予算を有効活用し、計画的に交通安
全施設の整備を進めていきます。
また、年間を通して交通安全立哨活動を引き続き実施
し、継続的に市民に対する交通安全の啓発活動を実施す
ることにより、交通事故のないまちづくりを目指してい
きます。

コスト □ 活動

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

□ 成果 □

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

2件 0件
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款


